
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目黒区立鷹番小学校等複合施設 

基本構想素案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 ７ 年 ２ 月 

目   黒   区 

目黒区教育委員会 



 

目次 

１．計画の背景と考え方                              

１－１．経緯 ........................................................................... 1 

１－２．施設整備にあたっての基本的な考え方 ............................................. 1 

１－３．鷹番小学校の学校経営方針 ....................................................... 2 

１－４．鷹番住区エリアの現況 ........................................................... 3 

１－５．通学路の状況 ................................................................... 4 

１－６．既存施設の状況 ................................................................. 5 

１－７．学級数・児童数の推計及び必要教室数の考え方 .................................... 11 

１－８．鷹番住区センターの利用状況と必要部屋数の考え方 ................................ 13 

１－９．鷹番学童保育クラブの利用状況と想定利用人数の考え方 ............................ 13 

１－１０．敷地条件 .................................................................... 14 

１－１１．構成施設 .................................................................... 14 

１－１２．建物規模について ............................................................ 15 

 

２．建築計画                                   

２－１．地域懇談会 .................................................................... 16 

２－２．計画コンセプトの検討 .......................................................... 17 

２－３．計画コンセプト ................................................................ 18 

２－４．配置比較検討 .................................................................. 19 

２－５．体育館１・２階比較検討 ........................................................ 23 

２－６．学校全体のイメージ ............................................................ 25 

２－７．ゾーニング計画・動線計画 ...................................................... 26 

２－８．誰もが使いやすい施設 .......................................................... 27 

２－９．魅力的な教育環境 .............................................................. 27 

２－１０．環境への取り組み ............................................................ 27 

２－１１．学校と地域との連携 .......................................................... 28 

２－１２．防災機能の向上 .............................................................. 28 

２－１３．構造計画 .................................................................... 28 

２－１４．設備計画 .................................................................... 29 

２－１５．ＩＣＴ環境整備計画 .......................................................... 29 

２－１６．工事期間中の地域避難所機能の継続等について .................................. 29 

２－１７．住区センターの整備時期 ...................................................... 29 

２－１８．既存の鷹番住区センター・鷹番学童保育クラブについて .......................... 29 



 

 

 

 

 

 

３ 基本構想図                                  

３－１．配置図 ........................................................................ 30 

３－２．各階平面図 .................................................................... 31 

３－３．断面図 ........................................................................ 36 

３－４．新校舎・既存校舎重ね図 ........................................................ 37 

 

４．スケジュール                                 

４－１．工事工程表 .................................................................... 38 

 

 

 



１．計画の背景と考え方 

1 

１．計画の背景と考え方 

１－１．経緯 

公共施設の老朽化は全国的な課題となっており、目黒区では、今後一斉に迎えることとなる区有施設

の更新への対応など、持続可能な施設サービスの提供に向けて「区有施設見直し方針（平成２６年３月）」

を策定し、方針を具体化する計画として「区有施設見直し計画（平成２９年６月）」を策定しました。 

目黒区内にある区立小中学校の校舎は、昭和３０年～４０年代に建築されたものが多く、今後一斉に

建て替えが必要な時期を迎えます。そのため、目黒区教育委員会では、学校施設の更新の流れや整備手

法等を具体的に示した「目黒区学校施設更新計画（令和３年３月）を策定し、学校施設の計画的な更新

に着手しました。また、今後の効率的な学校施設更新を進めるために、一定の水準を確保しつつ、社会

状況の変化に対応できる魅力的な学校施設の整備を目指して「目黒区学校施設更新設計標準（令和４年

１月）」を策定しました。 

「区有施設見直し方針」では、区有施設見直しの手法として施設の複合化・多機能化の方針を示し、

「目黒区学校施設更新計画」では、学校施設と周辺施設との複合化・多機能化を推進するとしています。 

これらを踏まえ、「目黒区立鷹番小学校」の建て替えに合わせて、「鷹番住区センター（住区会議室・

老人いこいの家）」、「鷹番学童保育クラブ」との複合化・多機能化を進め、学校を教育の場だけでなく、

地域コミュニティの拠点となる複合施設として整備を進めます。 

１－２．施設整備にあたっての基本的な考え方 

「目黒区学校施設更新設計標準」に沿って、以下の６点を新規施設整備にあたっての基本的な考え方と

し検討を進めます。 

 

 

  

（１）教育活動をより充実させるための学校施設 

〇 児童の興味や関心を引き出しやすい空間整備 

〇 児童の生活の場の充実 

〇 ＩＣＴ環境の整備 

（２）すべての利用者にとって安全･安心な学校施設 

〇 利用者にとって安全・安心な施設 

〇 見通しのよい施設 

〇 衛生的で快適な施設 

〇 環境にやさしい施設 

（３）地域拠点としての学校施設 

〇 周辺区有施設との複合化・多機能化 

〇 防災力強化・地域避難所機能の充実 

 

（４）施設の維持管理、運営の在り方 

〇 維持管理がしやすい施設・設備 

〇 施設全体の一体的な維持管理 

〇 地域開放施設の効果的な運営管理 

〇 周辺の屋内プールの積極的な活用 

（５）将来の変化に対応できるフレキシブルな 

施設計画 

〇 学級数や学習形態の変化に柔軟に対応でき

る学校施設 

〇 将来の用途転用が可能な学校施設 

（６）適正な施設規模等の考え方 

〇 学校の施設規模 

〇 必要な施設規模の変化への対応 
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１－３．鷹番小学校の学校経営方針 

■めざす学校像「楽しさ（魅力・活力・信頼）あふれる学校」－誇りある公立学校 

    ＜ 子ども ＞        ＜ 保護者･地域 ＞         ＜ 教職員 ＞ 

   子供が通うことを         信頼感・安心感の        教職員が働く喜びを 

楽しみにできる学校        もてる学校           感じられる学校 

 

     目指す子ども像（鷹番小の教育目標） ※目黒区の目指す子ども像 

 

 

 

 

 

 

 

■経営の基本方針  「互いのよさをチームに活かす！」 

 教職員一人ひとりの持ち味を発揮し組織で創意とチャレンジの精神にあふれた教育活動を展開する。 

 

 

 

 

■重点とする取り組み 

〇確かな学力の向上 

・「チャレンジタイム」の充実 

・ＩＣＴ活用による指導の推進 

〇豊かな心の育成 

・「ぽかぽかﾀｲﾑ」「ｱｾｽﾒﾝﾄﾀｲﾑ」の充実 

・「障害者理解」に重点をおいた学校

内の日常的な交流や共同学習の充

実 

・自然に親しみ、自然を愛する心情を

はぐくむ取組の充実 

〇健やかな体の育成 

・「パワーアップタイム」の充実 

〇小・中の連携 

・教職員の交流による児童･生徒育成

に向けた共通理解の深化 

〇子どもの安全安心の確保 

・防災教育の充実 

  実践的な避難訓練の実施 

  地域防災訓練 

  防犯・防災等の情報共有 

〇学校教育を支える環境整備 

・いじめ防止等の対応の充実 

日常的な情報の共有 

・不登校等への対応の充実 

  組織的な対応 

  関係機関との連携 

・特別支援教育の推進 

  交流等の充実 

〇子どもたちの成長を支える体制の整備 

・学校評議員会との連携 

・地域との連携強化 

〇創意工夫を生かした学校づくりの 

・生まれた時間の活用 

  ｺﾝﾃﾝﾂﾀｲﾑ ｱｾｽﾒﾝﾄﾀｲﾑ 

ｽｷﾙｱｯﾌﾟﾀｲﾑ の充実 

〇働き方改革の推進 

・教育活動の改善 

行事の見直し（質の面） 

・校務分掌､学年配置､学級編成､持ち時数等

の視点からの改善 

・校務のスマート化 

組織目標の具体化 

・校務改善の一層の工夫 

ICTの活用推進 

・各教職員の意識の醸成 

各人の目標の明確化 

・ﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽの観点からの人材育成 

 

  

「働き方改革の推進」 

・組織改善 

・時間の有効活用 

出典：令和 6年度鷹番小学校経営方針 

「保護者や地域との連携」 

・安心・安全 

・情報共有 

「自律・おもいやり」 

・自主的実践的な態度 

・自己調整力 等 

◎やさしく  やさしく思いやりのある子ども  ※豊かな心 

○かしこく  進んで考え、学び合う子ども   ※確かな学力 

○たくましく たくましく、粘り強い子ども   ※健やかな体 

思いやりのある人とのかかわりを  考え学び合うことを    心身を粘り強く鍛えることを

を 

楽しむ 
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１－４．鷹番住区エリアの現況 

 鷹番住区エリアは、学芸大学駅（東急東横線）を中心として、商店街、閑静な住宅街、碑文谷公園や

碑文谷体育館などの公共施設が混在した活気あふれる街並みとなっています。周辺には中央緑地公園や

田向公園、清水池公園などが点在し、みどり豊かな地域になっています。 

 また、小学校の北側では都市計画道路補助２６号線の整備が進んでいます。 

  

①鷹番住区センター        ②碑文谷体育館           ③碑文谷公園            ④鷹番学童保育クラブ 

 

⑤田向公園            ⑥中央緑地公園           ⑦学芸大学駅            ⑧学芸大東口商店街 

 

⑨目黒通り            ⑩清水池公園         

 

④鷹番学童保育クラブ 

⑪補助２６号線 

 

⑪補助２６号線 
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１－５．通学路の状況 

小学校の通学区域は、中央町一丁目全域・碑文谷五丁目全域・碑文谷六丁目全域・鷹番一丁目全域・

鷹番二丁目全域・鷹番三丁目全域となっており、小学校は学区域の東側に位置しています。そのため、

登下校時は多くの児童が西側の門を利用しています。また、西門や北門と比べると人数は少ないですが、

桜門も利用されています。 

北側には駒沢通り、南側には目黒通りが通っており、通過交通も多い地域ですが、一部の道路はスク

ールゾーンに指定されており登下校時間には進入禁止になります。 

 

 

 

 

 

  

北門 

西門 

桜門 
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１－６．既存施設の状況 

（１）目黒区立鷹番小学校 

 

 

【登校時間 (8:10～8:20)】 

・登校時に多くの児童が昇降口前で 8:10の始業を待っています。 

・登校時は北門、西門、桜門が開いており、学校運営中は施錠されます。 

（来校者があった場合は北門のインターフォンで対応します。） 

【午前】 

・40 分授業午前 5 時間制を活かした創意工夫ある教育活動として「鷹番タ

イム（めあての設定や振り返りの時間）」や「パワーアップタイム（様々な

運動を味わう時間）」、「ぽかぽかタイム（たてわり班活動の時間）」、「マイ

タイム（自主学習の時間）」を実施しています。 

・多くの授業で、学習用情報端末が活用されています。 

【中休み・昼休み (20分)】 

・休み時間は基本的に教室か校庭、体育館で遊んでいます。 

・校庭で遊ぶ際には、学年や遊び方によってエリアを分けています。 

・ビオトープで遊んでいる児童も見受けられます。 

・雨の日には体育館を開放し、学年ごとに時間を割り振ります。 

 月 火 水 木 金 

中休み 5年 4年 6年 5年 1年 

昼休み 6年 2年  4年 3年 

【午後】 

・40分授業午前５時間制を活かした創意工夫ある教育活動として、月曜日と水曜日の放課後を利用し、

AIドリルを使って児童が主体的に学習できる時間「マイタイム」を設定しています。 

【下校 14:20～15:00】 

・下校時は、登校時と同じように各門から下校します。 

・通学ルートはあらかじめ学校に提出されます。 

・下校時刻は、学年によって異なっています。  

▲校庭西側から見た鷹番小学校 ▲鷹番ネイチャーワールド 

▲授業の様子 

▲中休みの様子 

▲給食の様子 

▲朝の昇降口の様子 
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（２）鷹番住区センター（住区会議室・老人いこいの家） 

【施設概要】 

 住区会議室は地域の打ち合わせや会議、講座、講演などに利用されています。また、レクリエーション

ホールは集会、軽運動、楽器演奏や合唱などに利用されています。これらの活動を通して地域のコミュ

ニティが育まれています。 

 

【現地の状況】 

 住区センターには４つの住区会議室があり、様々な用途に幅広く使用されています。エントランスホ

ールに隣接して、情報コーナーがあり様々な出版物やチラシが並べられています。地下のレクリエーシ

ョンホールは天井が高く、中規模の集会や軽運動が可能です。老人いこいの家では、日中ほとんどの部

屋で竹の子クラブの活動が盛んに行われていますが、調理や飲食を伴う活動が減ってきているなど、コ

ロナ禍の影響により活動内容にも変化がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

▲外観                ▲レクリエーションホール       ▲住区センター内の様子 

 

 

 

 

 

 

▲住区会議室３            ▲住区会議室４                        ▲老人いこいの家 

 

 

 

 

 

 

▲住区会議室１            ▲多目的スペース                      ▲住区会議室２（和室） 
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（３）鷹番学童保育クラブ 

【施設概要】 

小学校 1年から 6年生までの児童を対象に、放課後など保護者等の就労・看護・就学等によって保育

することができない保護者等に代わって保育する施設です。目黒区内では児童館と併設した学童保育ク

ラブと小学校内学童保育クラブがほとんどですが、鷹番学童保育クラブは単独施設となっています。 

 

【現地の状況】 

遊戯室と学習室の２室と園庭を持った学童保育クラブです。現在の定員は７０名で令和６年４月１日

時点で６７名が登録されています。遊戯室ではボードゲーム遊びなどのほかボール遊びも行うため、空

調機や照明は防護ガードが設置されています。調理室ではおやつの準備などを行っています。 

 

 

 

 

 

 

▲外観１            ▲外観２            ▲ホール 

 

 

 

 

 

 

▲グラウンド          ▲調理室            ▲玄関 

 

 

 

 

 

 

▲事務室            ▲トイレ            ▲遊戯室 
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（４）鷹番小学校内学童保育クラブ/鷹番小ランランひろば 

【施設概要】 

鷹番小学校内学童保育クラブは、学校施設の利用を前提としたタイムシェア方式の学童保育クラブで

す。鷹番小学校内に令和４年４月１日に開設され、放課後や土曜日に利用されています。学校から出る

ことなく特別教室や体育館、校庭などで安全に過ごすことができます。 

また、ランランひろばとは小学校の校庭や体育館、特別教室等を活用し、放課後や夏休みに専任の運

営職員の見守りの中で、自主遊び（校庭遊びやボードゲーム、工作活動等）や自主学習（学習や読書等）

を行うことのできる安全・安心な居場所を提供する事業です。 

 

【現地の状況】 

多くの児童が学童保育クラブやランランひろばを利用しています。育成室には置き畳が敷いてあり、

座り込んで遊ぶ児童が多く見られました。育成室に近接してスタッフの事務室が設けられています。保

護者が迎えに来る時は北門を使用しています。 

 

 

 

 

 

 

 

▲学童入口           ▲下足入れ           ▲利用室 

 

 

 

 

 

 

▲学童前廊下          ▲学童前廊下          ▲学童利用時 
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（参考資料）各施設の平面図 

（１）小学校・鷹番小学校内学童保育クラブ 

 

 

 

 

 

 

 

  

配置兼１階平面図 

２階平面図 

３階・４階平面図 
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（２）鷹番住区センター（住区会議室・老人いこいの家） S=1:400 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）鷹番学童保育クラブ S=1:300 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

配置兼 1階平面図 地下 1階平面図 

屋上階平面図 ２階平面図 

配置兼１階平面図 
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１－７．学級数・児童数の推計及び必要教室数の考え方 

（１）児童数・学級数の現況と推計 

児童数及び学級数の推計にあたっては、鷹番小学校への就学率（通学区域に居住する児童のうち鷹番

小学校に就学している児童の割合）及び将来の学級編制標準の変更の可能性等を考慮して検討する必要

があります。 

・就学率：社会情勢等によって変化し、年度によって差があります。 

・学級規模：様々な教育課題への対応として学級編制標準の変更（３０人学級）の可能性があります。 

令和６年１１月時点の鷹番小の就学率は表１のとおりです。全学年の就学率の平均値は 77.1％、最大

値は 85.7％、最小値は 67.5％となっています。 

【表１】児童数及び就学率（令和６年１１月時点） 

 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 平均値 最大値 最小値 

鷹番小に就学している児童数 67 74 62 70 72 52 66 ― ― 

学区域に居住している児童数 84 101 83 86 84 77 86 ― ― 

就学率 79.8％ 73.3％ 74.7％ 81.4％ 85.7％ 67.5％ 77.1％ 85.7％ 67.5％ 

 児童数の将来推計は、就学率の変動及び学級編制標準の変更の可能性を考慮し、以下の４パターンで

検討しました。（表２） 

①就学率：最大値（85.7％）、３５人学級編成 

②就学率：最小値（67.5％）、３５人学級編成 

③就学率：最大値（85.7％）、３０人学級編成 

④就学率：最小値（67.5％）、３０人学級編成 

 なお、令和７年度以降に入学する児童数は、現在学区域に居住している未就学人口に対し、上記の就

学率を考慮して推計しました。 

【表２】児童数及び学級数推計結果 

 2024年度 

（令和 6年度） 

2025年度 

（令和 7年度） 

2026年度 

（令和 8年度） 

2027年度 

（令和 9年度） 

2028年度 

（令和 10年度） 

2029年度 

（令和 11年度） 

 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 

① 397 13 429 14 442 15 459 16 482 17 493 17 

② 397 14 412 14 407 13 406 13 411 13 405 12 

③ 397 17 429 18 442 18 459 18 482 18 493 18 

④ 397 17 412 18 407 18 406 18 411 18 405 18 

検討の結果、将来の学級数は最大１８程度まで増加することが予想されます。 

また、近年は、習熟度別によるきめ細やかな授業実施ができるよう学級以外の教室を使用した授業展

開も盛んで、普通教室数を検討する際には、様々な授業展開を考慮する必要があります。さらに、補助

26号線整備による周辺の開発の影響等も勘案し、ゆとりを持った教室数が必要です。 

これらのことから、本計画では普通教室数を「２４」とすることが適切と考えられます。 
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（資料）各想定パターンの検討結果 

 ①就学率：最大値、３５人学級編成 

年度 
2024年度 

（令和 6年度） 
2025年度 

（令和 7年度） 
2026年度 

（令和 8年度） 
2027年度 

（令和 9年度） 
2028年度 

（令和 10年度） 
2029年度 

（令和 11年度） 

学年 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 

1 67 2 84 3 85 3 87 3 85 3 86 3 

2 74 3 67 2 84 3 85 3 87 3 84 3 

3 62 2 74 3 67 2 84 3 85 3 87 3 

4 70 2 62 2 74 3 67 2 84 3 85 3 

5 72 3 70 2 62 2 74 3 67 2 84 3 

6 52 2 72 3 70 2 62 2 74 3 67 2 

計 397 14 429 15 442 15 459 16 482 17 493 17 

  ②就学率：最小値、３５人学級編成 

年度 
2024年度 

（令和 6年度） 
2025年度 

（令和 7年度） 
2026年度 

（令和 8年度） 
2027年度 

（令和 9年度） 
2028年度 

（令和 10年度） 
2029年度 

（令和 11年度） 

学年 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 

1 67 2 67 2 67 2 69 2 67 2 68 2 

2 74 3 67 2 67 2 67 2 69 2 67 2 

3 62 2 74 3 67 2 67 2 67 2 69 2 

4 70 2 62 2 74 3 67 2 67 2 67 2 

5 72 3 70 2 62 2 74 3 67 2 67 2 

6 52 2 72 3 70 2 62 2 74 3 67 2 

計 397 14 412 14 407 13 406 13 411 13 405 12 

③就学率：最大値、３０人学級編成 

年度 
2024年度 

（令和 6年度） 

2025年度 

（令和 7年度） 

2026年度 

（令和 8年度） 

2027年度 

（令和 9年度） 

2028年度 

（令和 10年度） 

2029年度 

（令和 11年度） 

学年 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 

1 67 3 84 3 85 3 87 3 85 3 86 3 

2 74 3 67 3 84 3 85 3 87 3 84 3 

3 62 3 74 3 67 3 84 3 85 3 87 3 

4 70 3 62 3 74 3 67 3 84 3 85 3 

5 72 3 70 3 62 3 74 3 67 3 84 3 

6 52 2 72 3 70 3 62 3 74 3 67 3 

計 397 17 429 18 442 18 459 18 482 18 493 18 

④就学率：最小値、３０人学級編成 

年度 
2024年度 

（令和 6年度） 
2025年度 

（令和 7年度） 
2026年度 

（令和 8年度） 
2027年度 

（令和 9年度） 
2028年度 

（令和 10年度） 
2029年度 

（令和 11年度） 

学年 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 

1 67 3 67 3 67 3 69 3 67 3 68 3 

2 74 3 67 3 67 3 67 3 69 3 67 3 

3 62 3 74 3 67 3 67 3 67 3 69 3 

4 70 3 62 3 74 3 67 3 67 3 67 3 

5 72 3 70 3 62 3 74 3 67 3 67 3 

6 52 2 72 3 70 3 62 3 74 3 67 3 

計 397 17 412 18 407 18 406 18 411 18 405 18 
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（２）特別支援学級の児童数と学級数の推計 

 特別支援学級は、１学級８人編成になります。近年、利用者数が増加傾向にあることから、将来の利

用者数の増加に対応したスペースの確保が必要になります。 

年度 
2019年度 

(令和元年度) 
2020年度 

（令和 2年度） 
2021年度 

（令和 3年度） 
2022年度 

（令和 4年度） 
2023年度 

（令和 5年度） 
2024年度 

（令和 6年度） 

児童数 ９ １２ １１ １１ １３ ２１ 

学級数 １ ２ ２ ２ ２ ３ 

前年度から

の増減数 
＋３ ＋３ －１ －１ ＋２ ＋８ 

１－８．鷹番住区センターの利用状況と必要部屋数の考え方 

（１）住区会議室 

 住区会議室の利用状況は以下の通りです。利用件数は地域活動登録団体の利用と一般の利用を合計し

た件数です。このほかに、住区住民会議や町会、自治会が利用できる専用室も設けられています。 

 2019年度 

(令和元年度) 

2020年度 

(令和 2年度) 

2021年度 

(令和 3年度) 

2022年度 

(令和 4年度) 

2023年度 

(令和 5年度) 

利用可能コマ数 4,568 1,497 3,311 4,586 4,558 

利用件数 3,721 753 1,845 2,972 3,295 

利用率 81.4％ 50.3％ 55.7％ 64.8％ 72.3％ 

地域活動団体の利用件数 2,200 363 1,059 1,717 1,576 

地域活動団体の利用割合 59.12％ 48.21％ 57.4％ 57.8％ 47.8％ 

（２）老人いこいの家 

現在、地域で活動する竹の子クラブ２団体が曜日（月曜日から土曜日）を分けて日常的に利用してい

ます。活動は午前と午後に分けて 2つの活動が同時に行われていますが、利用者数が多い活動もあり一

部屋だけでは手狭で２部屋利用している活動もあります。現在よりも広い活動室を整備することで必要

部屋数は２とすることが妥当と考えられます。 

（３）必要部屋数の考え方 

 住区会議室は、全体的には利用率が高い状況にありますが、地域活動登録団体の利用は全体の６割程

度となっています。地域活動のための施設という住区センターの本来の役割を鑑み、新たな施設では、

団体登録された利用者や竹の子クラブがこれまでと同様に活動できることを目指した必要部屋数を想

定することが適切であると考えられます。また、各部屋は現在の利用状況を踏まえた広さを確保するこ

とが適切と考えられます。 

１－９．鷹番学童保育クラブの利用状況と想定利用人数の考え方 

（１）学童保育クラブの利用人数の推移（各年度４月１日時点） 

 
2019年度 

(令和元年度) 
2020年度 

（令和 2年度） 
2021年度 

（令和 3年度） 
2022年度 

（令和 4年度） 
2023年度 

（令和 5年度） 
2024年度 

（令和 6年度） 

鷹番学童 ４０ ４３ ４１ ３９ ５１ ６７ 

小学校内学童 ― ― ― ３０ ３０ ２７ 

（２）想定利用人数 

 現在、鷹番小学校内学童保育クラブでは定員を超えた利用希望者がいることから、建て替え後は小学

校内学童保育クラブの定員を増加し、鷹番学童保育クラブの利用定員も含めた人数を想定します。 
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１－１０．敷地条件 

所在地(地名地番)：目黒区中央町一丁目 30番及び 658番 1 

(住居表示)：目黒区中央町一丁目 20番 26号 

敷地面積    ：10,849.58 ㎡ 

【都市計画】 

用途地域    ：第一種低層住居専用地域 

建ぺい率／容積率：70％(角地緩和 10％含む)／150％ 

高度地区    ：第一種高度地区（0.6Ｌ＋5ｍ） 

防火指定    ：準防火地域 

日影規制    ：4時間－2.5時間 測定面 1.5ｍ 

接道道路    ：南側：7.27ｍ、西側：7.09ｍ、北側：5.45ｍ、4.00ｍ 

その他地区・地域：該当なし 

 

１－１１．構成施設 

（１）小学校 

 

（２）住区センター、学童保育クラブ 

 

（３）屋外施設 

運動場、体育倉庫、ビオトープ、屋外トイレ、防災倉庫、駐車場、駐輪場 等 

  

必要諸室 備考 

通常学級 普通教室、共通教室、特別支援教室、オープンスペース １８学級 

特別教室 学校図書館、音楽室､家庭科室、図工室、理科室、スタジオ  

特別支援学級 教室、職員室、倉庫、トイレ、プレイルーム 

オープンスペース 

３学級 

管理諸室 職員室、保健室、給食室、会議室、倉庫  

運動施設 屋内運動場、器具庫  

共通 エレベーター、倉庫、トイレ、バリアフリートイレ 等  

必要諸室 備考 

住区センター コミュニティルーム、地域活動室、事務室、倉庫  

学童保育クラブ 育成室、事務室、学童用トイレ 

（主な活動は小学校施設をタイムシェア） 

 

共通 倉庫、トイレ、バリアフリートイレ 等  
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１－１２．建物規模について 

当該敷地は、第一種低層住居専用地域であり、原則として最高高さが 10ｍに制限されています。ただ

し、学校に関しては、建築基準法第 55条第４項第 2号の許可を取得することで 10ｍを越えた建築計画

が可能です。許可の取得に際しては、敷地境界からの斜線型高さ制限※及び壁面後退等の条件を満たす

必要があります。 

既存の建物は、現在の建築基準法による制限ができる以前の建物であり、建て替えによって現行法規

に適合させる必要があります。現在の建物は現行の高さ制限や日影規制に適合していない部分がありま

す。また、10ｍの高さ制限を超えるための、現北側及び西側からの斜線型高さ制限の限度に関しても既

存建物はこれを超えており、既存の校舎の北及び西の外壁よりも後退する必要があります。 

※斜線型高さ制限：敷地境界からの距離に応じて定められる高さの最高限度。 

         （高さの限度）＝α＋β×（敷地境界からの距離）  （α、βは係数） 

 

 

 

 

 

【既存の建物ボリューム】 

【既存の建物ボリュームと斜線制限との重ね図】 
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２．建築計画 

２－１．地域懇談会 

目黒区立鷹番小学校建て替えの基本構想及び基本設計を策定するに当たり、新たな施設に求められる

機能等について、地域、保護者、学校及び区が情報共有や意見交換を行うことを目的として、「目黒区立

鷹番小学校地域懇談会」を設置し、設計コンセプトや配置計画、平面計画等について議論を行いました。 

（１）懇談会構成員 

区分 構成員 

学校 校長 副校長 

保護者 ＰＴＡ会長 ＰＴＡ役員 

同窓会 同窓会からの推薦  

住区住民会議 鷹番住区住民会議会長  

町会・自治会 三谷北町会 中央中町会 

清水町会 碑文谷町会 

鷹番１・２丁目町会 碑文谷六丁目自治会 

中央町一丁目町会  

商店街 学芸大学商店連合会会長  

学童保育クラブ 利用者の保護者  

老人いこいの家 利用団体  

区職員 資産経営課 高齢福祉課  

施設課 放課後子ども対策課 

防災課 学校施設計画課 

地域振興課  

中央地区サービス事務所  

（２）懇談会の議題 

 開催日 議題 

第 1回 
令和 6年 

4月 24日 

・勉強会 

・鷹番小学校、鷹番住区センター、鷹番学童保育クラブの概要 

・区有施設見直し計画、学校施設更新計画の概要 

第 2回 
令和 6年 
7月 19日 

・新校舎配置計画について(東側校舎と西側校舎) 
・計画コンセプト 

第 3回 
令和 6年 
8月 30日 

・計画コンセプト、配置計画について 
（ワークショップ形式） 

第 4回 
令和 6年 
10月 9日 

・体育館の配置について(1階と 2階) 
（ワークショップ形式） 

第 5回 
令和 6年 
11月 18日 

・小学校の間取りについて 

第 6回 
令和 6年 
12月 13日 

・小学校・地域エリアの間取りについて 

第 7回 
令和 7年 
1月 15日 

・基本構想素案について 
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２－２．計画コンセプトの検討 

（１）計画コンセプト検討にあたっての視点 

「文部科学省の学校づくり」、「目黒区の学校づくり」、「鷹番小学校と鷹番住区」の３つの視点から学校

づくりの考え方を整理し、計画コンセプトを検討しました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）地域と小学校のつながり 

鷹番地域と鷹番小学校のつながりは多岐にわたっています。 

小学校の地域避難所としての役割をはじめ、学校開放事業ではグラウンドや体育館を使用したサッカ

ーやバレー、バドミントン、剣道教室などが行われています。また、住区の活動として小学校の校庭等

を利用した「鷹番住区まつり運動会」も開催されます。その他、小学生を対象としたイベントも定期的

に開催されています。鷹番住区センターでは、会議室や老人いこいの家を利用して地域活動が活発に行

われています。碑文谷公園では、例年にぎわう「鷹番住区火まつり大会」や「碑文谷公園盆踊り大会」

など多くの行事が開催されています。 

鷹番小学校の建て替えによって、より一層地域の活動に寄与する施設になることが求められています。 

 

 

 

 

 

 

▲碑文谷地区ドッジボール大会 ▲避難所運営協議会・防災講演会  ▲鷹番住区火まつり大会       ▲碑文谷公園盆踊り大会 

※画像は鷹番住区住民会議ホームページより引用 
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（３）地域懇談会構成員の声 

目黒区立鷹番小学校地域懇談会（以下：地域懇談会）において、建物を設計するにあたり目指すべき

学校の計画コンセプトについて意見交換を行いました 

第 3回地域懇談会で計画コンセプトについて、地域構成員の皆様から頂いた意見を紹介します。 

 

２－３．計画コンセプト 

新しい時代の学びを実現する学校施設の在り方、鷹番小学校と地域とのかかわり、地域懇談会での意

見交換等さまざまな視点を踏まえ、計画コンセプトを以下のとおりまとめました。 
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２－４．配置比較検討 

当該敷地は、第一種低層住居専用地域による高さ制限(最大 10m)がありますが、十分な広さの校舎と

校庭を確保するために建築基準法の許可を取得することを前提に４階建てで計画を行います。本敷地で

は建築条件踏まえた実現可能な計画として東側配置案と西側配置案の 2つが想定されることからこれら

の計画案を作成し比較検討を行いました。 

（１）東側配置案 

  



２．建築計画 

20 

 

 

 

 

 

 

（２）西側配置案 

 

  

検討の結果、鷹番小学校の新校舎は「東側配置」が適切と判断しました。 

〇校庭を住宅地側に向けることで街なみにゆとりを生み出すことを目指します。 

〇敷地の周囲には植栽や歩道を整備し景観の向上を図ります。 

〇建物が面する近隣に対しては圧迫感の軽減につとめ景観上も優れた環境を目指します。 
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（３）工事期間中の車両動線比較 

 

■東側配置案                 ■西側配置案 

 

 



２．建築計画 

22 

（４）配置計画の比較結果 

 比較検討の結果、鷹番小学校の新校舎は「東側配置」が適切であると判断しました。配置比較におい

ては、地域懇談会での議論を踏まえて、以下の点を重視しています。 

 

①工事中の児童の学習環境及び負担の軽減 

東側配置では仮設校舎建設が不要となり、西側配置よりも全体の工事期間を短縮することができま

す。また、既存校舎の屋上を運動スペースに活用することが可能となります。 

 校舎の移転回数は、東側配置では１回、西側配置では２回となり、東側配置のほうが移転に係る負

担を軽減できます。特に特別支援学級の児童は環境の変化に敏感なため、工事中も既存校舎を利用で

きる西側配置のほうが有利といえます。 

 工事中の通学路の安全性という視点では、東側配置の方が工事車両の動線と通学路の交錯を少なく

することができ、安全性は増すといえます。 

②新校舎の設計の自由度 

西側配置にした場合には、南北方向からの高さ制限により校舎の南北方向の幅の確保が困難になり

ます。また、東側に整形な校庭を確保しようとすると東西方向への建物の幅の確保が限定的になって

しまいます。東側配置では南北方向に校舎の計画が可能で、一定のボリュームの中で設計できます。 

近年は、豊かな教育環境を確保する観点から、戦後から続く従来の教室配置でなく共用部の充実が

求められており、設計の自由度が確保できる配置が必要であると考えました。 

③近隣への影響の変化 

建て替え後は従来の教室配置と異なるため近隣への影響が変化します。建物による日影や圧迫感、

教室からの視線の交差などに関して細心の配慮が必要となってきます。さらに、いままで校舎であっ

たところが校庭になることで、校庭からの児童の声が響くことも考えられます。 

計画に当たっては、近隣への影響をできるだけ少なくできるよう工夫した計画にしていきますが、

どのような計画であっても、学校から直接的に影響を受ける近隣住民への説明はしっかりと行うこと

が重要です。 

今回は一定の考え方がまとまった段階で個別訪問を実施し説明をさせていただきました。個別にい

ただいた意見、要望に関しては今後の設計に生かしていきます。 

 ④仮設校舎の建設コスト 

 配置によって、必要な仮設校舎の規模が異なってきます。東側配置とした場合には仮設体育館を整

備する必要があり、西側校舎とした場合には、仮設校舎（教室等）が必要となります。 

仮設体育館の場合は、５００～６００㎡程度の規模となりますが、仮設校舎では、４５００㎡以上

の規模が必要になります。この規模の違いを建設コストで比較すると、あくまでも概算ベースとなり

ますが、㎡単価を３０万円程度と仮定した場合には１０億円以上の違いがあることになります。 
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２－５．体育館１・２階比較検討 

体育館を１階もしくは２階に配置する検討にあたって、大きく異なってくるのが校舎北側の空地、体

育館へのアクセス、避難所運営等となります。それらの項目について、詳細に比較検討を行いました。 

どちらの案においても、それぞれメリットやデメリットがありますが、本計画では地域避難所として

の機能と地域の体育館の利便性を重視し、体育館は１階に配置することが適切と考えました。 
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〇小学校と住区センターのボリュームを敷地内に整備するためには、既存校舎のあるところ

に建物を建設することが必要です。そのうえで体育館を１階にするためには、住区センター

全体を別棟として計画し既存校舎の解体後に整備することが条件になります。 

〇現在の鷹番住区センターは築３０年程度であり、継続して利用することに特に支障ないこ

とから、住区センターの整備時期は改めて検討することが可能です。 

〇ただし、住区センターを整備する際は、学校運営中の工事になるため工事動線を確保でき

る計画にしておくことが重要です。 
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２階 

１階 

３階 

４階 

２－６．学校全体のイメージ 

 

 

  

レクホールは屋根

を高くし、天井高さ

４ｍを確保します。 

管理諸室をグラウン

ド側にまとめ、児童の

安全に配慮します。 

教室エリアは２～

４階の南側にまと

め、様々な学習形態

に対応できる環境

を整備します。 

中央のホールを介

してゾーニングを

まとめることで、学

校の地域開放時の

セキュリティに配

慮します。 

特別教室は３～４

階の北西側にまと

めて計画します。 

避難所運営、地域利

用等を考慮し、３層

吹抜けの大容量の屋

内運動場を１階に整

備します。 

グラウンドに面して 

全学年用の昇降口を

整備します。 
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２階 

１階 

３階 

４階 

２階 

３階 

４階 

２－７．ゾーニング計画・動線計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

学校、学童、地域の多様

な交流の場。 

教室エリアを２～４階の南側にまとめて

配置。３方向にバルコニーを設け、良好

な学習環境、セキュリティ、発災時の避

難に配慮。 

南側住宅への視線、圧迫感への配慮 

理科室と図工室をまとめて配置。 

西側のバルコニーは理科実験 

テラスとしても利用可能。 

図工室や図工テラスと連携可能な

ホール。作品展示や創作エリア 

として活用できる。 

特別支援学級を２階の北西側に

配置。保健室からもアクセス 

しやすい位置に計画。 

音楽室と家庭科室をまとめて配置。

学童のタイムシェアとしても利用。 

図書館と一体利用が可能なホール。

教室エリアと特別支援学級を緩やか

につなぐ。 

家庭科室や音楽室と連携可能な 

ホール。学童のタイムシェアや 

地域開放エリアとしても利用可能。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．建築計画 

 

27 

２－８．誰もが使いやすい施設 

教育の場だけでなく生涯学習や様々な地域活動の場として、多様な人々が快適に利用できる施設とし

ます。バリアフリー化を進め、誰もが快適にいきいきと活動できる環境づくりを進めます。 

２－９．魅力的な教育環境 

（１）児童の興味や学習意欲を引き出しやすい空間整備 

豊かな教室空間や学校図書館、共用スペースを計画し、多彩な学習形態への対応や、子どもたちの多

様な居場所づくりを実現します。 

  

 

 

 

 

 

（２）学習形態の変化に柔軟に対応できる教室空間 

・普通教室に面した共用部(「オープンスペース」)に移動式ロッカーと等の家具を配置しすることで、

多様な学習形態への対応や、異学年交流の促進を図ります。 

・オープンスペースに映写や展示を行う壁面を確保し、ICT を活用した学習やグループ学習等に適し

た空間づくりを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－１０．環境への取り組み 

脱炭素社会の実現を目指した ZEB 化への取り組みを進めるとともに、みどりがあふれ地域の魅力向

上を目指した屋外環境とします。 

○ZEB 化への取組みとして、断熱性の向上、庇・バルコニーによる日射遮蔽、高効率機器の採用、太

陽光発電設備等の導入を進めます。 

○多様な植栽、屋上緑化の推進等、学校の緑化を進めます。 

〇ビオトープ、学級菜園等は子どもたちの日常的な動線の近くに計画します。 

〇環境への取組みの「見える化」を図ります。 

〇様々な取り組みを環境学習にもつなげます。 

【子ども達の共用空間】 【普通教室】 

【オープンスペース】 

【学校図書館】 

※文部科学省「新しい時代の学びを実現する学校施設の在り方について」より引用 

【多様な学習形態に対応できるオープンスペース】 

【用途転用や多様な学習形態に対応できる可動ウォールの例】 
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２－１１．学校と地域との連携 

地域と子どもたちのつながりを生み出す空間づくりを進めます。 

（1）地域を支え、地域から支えられる学校 

○日常の活動の中で児童・生徒、教職員、地域との交流が生まれるような環境づくりを行います。 

○放課後や休日は地域のスポーツの場、学びの場として活用します。 

○周辺環境やまちなみにあった地域のシンボルとなる建物の外観とします。 

（2）放課後の子どもの居場所 

○校庭や屋内運動場、特別教室などを活用したタイムシェア方式の学童保育クラブや、ランランひろ

ばを実施し、放課後の子どもの居場所としての充実を図ります。 

（3）区民活動、地域活動の拠点 

〇多様な区民活動を支える集会室として、「コミュニティルーム」を設置します。 

○町会・自治会や住区住民会議等、地域を支える団体の活動拠点となる「地域活動室」を設置します。 

〇地域の集会や軽運動の場として使用可能なレクホールを設置します。 

２－１２．防災機能の向上 

地震発生時においては、児童の人命を守るとともに、被

災後の教育活動等の早期再開を可能とするため、施設や設

備、囲障等の工作物の損傷を最小限にとどめるなど、非構

造部材も含め、十分な耐震性能を持った施設とします。ま

た、集中豪雨等の水害時においては、浸水解消後、早期に運

営を再開できるよう設備の配置を工夫した施設とします。 

（1）地震や水害に強い学校施設 

○地域避難所としての耐震性を確保します。 

○非構造部材は、意匠・構造・設備など多面的な検討により安全性を確保します。 

○地震時や水害時においても、建築設備の損傷は最小限に抑えるよう計画します。 

（2）避難所としての学校施設 

○避難者のアクセスや物資配給の容易性を重視した計画とします。 

〇マンホールトイレ、災害時生活用水槽、発電機接続盤の設置を計画します。 

○避難生活が中長期化する場合には、教育活動の再開など段階ごとに変化する役割（段階的な避難所

エリアの縮小等）に対応できる計画とします。 

○屋内運動場等の避難場所はトイレ、防災倉庫などの防災機能の必要なスペースをまとめたゾーニン

グとし、バリアフリー化された使いやすい避難所とします。 

〇災害時における停電対策として、太陽光発電設備と合わせて蓄電設備を計画します。 

２－１３．構造計画 

地震時においても安全・安心が確保され、長期にわたって使い続けることのできる構造計画とします。 

〇構造種別  主構造を鉄筋コンクリート造とし、屋根等の一部を鉄骨造とします。 

〇耐久性   計画供用期間の級を「長期」（約 100年間）として設計します。 

〇耐震性   地震に対する強度を、一般建物の 1.25倍とします。 

〇架構形式  用途変更等を行いやすい構造とするため、主構造はラーメン構造（※）とします。 

※ラーメン構造：耐力壁（コンクリートの壁）のない柱と梁で構成される構造形式 
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２－１４．設備計画 

様々な技術を活用し、脱炭素社会の実現を目指した施設とします。 

〇どこにいても快適に過ごせる空調方式を検討します。 

〇空調設備の熱源はガスと電気を併用することで災害時のエネルギーリスクを分散します。 

〇直結給水と受水槽を利用した加圧給水を併用し、非常時の給水を確保します。 

〇汎用機器を使用し、操作が容易で更新しやすいシステムとします。 

２－１５．ＩＣＴ環境整備計画 

〇ICTを活用し、多様な学びの実現と、区民活動の利便性向上を図ります。 

〇ネットワーク環境はセキュリティを確保しつつ、校舎内全体の無線 LAN環境を整備します。 

２－１６．工事期間中の地域避難所機能の継続等について 

〇工事中も地域避難所としての機能を維持します。ただし、工事時期に応じて防災倉庫の位置等が移

動します。 

〇児童の安全を第一に、授業等、学校運営への影響をできるだけ少なくします。 

〇工事期間中の仮囲いには、仮囲いアート、新校舎のイメージ図等の掲示を検討し、工事中のイメー

ジアップに努めます。 

２－１７．住区センターの整備時期 

〇既存校舎を活用したまま、新校舎を建設することから工事を二期に分割することとし、住区センタ

ー棟は既存校舎の解体後に建設することとします。整備時期は令和１３年度以降になる見込みです。 

〇学童保育クラブの育成室及び事務室は、住区センター棟に整備する計画としているため、住区セン

ター棟が建設されるまでの期間は小学校内に暫定整備します。 

２－１８．既存の鷹番住区センター・鷹番学童保育クラブについて 

（１）鷹番住区センター（住区会議室・老人いこいの家） 

〇鷹番小学校内に住区センターを整備した場合は、鷹番住区センター機能が移転します。移転時期は

令和１３年度以降になるため、当面は既存施設が利用できます。 

〇現在の鷹番住区センターは築３０年程度であり必要な改修もなされていることから、施設として

の活用を継続することが可能なため、小学校への移転後は、行政需要や地域のニーズを踏まえ、他

用途への活用を検討していきます。 

（２）鷹番学童保育クラブ 

 〇現在の鷹番小学校内学童保育クラブへの入所希望は定員を超過することがあり、小学校内学童を希

望しながらも鷹番学童保育クラブに入所している児童が一定数いますが、今後は小学校内学童の定

員が増加することから、鷹番学童保育クラブの需要の変化が予想されます。 

 〇鷹番学童保育クラブの建物は、軽量鉄骨造で長期間使用できる構造ではなく、他用途への転用が困

難です。鷹番学童保育クラブの今後の取り扱いについては、小学校の新校舎完成後の需要の変化を

注視しながら、土地の売却も視野に検討していきます。 

   

 

令和７年度から８年度にかけて、「区有施設見直し方針」等の改定を予定しています。この検

討の中で、今後の区有施設のあり方についての方向性を模索していきます。 
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計画図面は検討中のものであり、今後設計を進める中で変更の可能性があります。 ３ 基本構想図 

３－１．配置図 

  

【外構計画】 

・道路に面する部分に 2ｍ（歩行部 1.5ｍ）

以上の歩道状空地を設ける。 

・グラウンドはクレイ舗装とし、100ｍト

ラック、50ｍ直線トラックを設ける。 

・遊具は、雲梯、鉄棒、砂場などの配置を

検討する。 

・児童の日常的な動線の近くにビオトー

プ及び学級菜園を設ける。 

・緑化は目黒区みどりの条例による基準

を満たすとともに、シンボルツリーや

グリーンベルトを計画する。 

【計画概要】 

□構  造   ：鉄筋コンクリート造（一部鉄骨造） 

□建築面積   ：約 4,370㎡（法定許容建築面積 7,594.70 ㎡） 

□延床面積   ：約 9,800㎡（法定許容容積対象床面積 16,274.37 ㎡） 

□階数／高さ  ：地上４階 ／ 約 15ｍ 

□歩道状空地  ：敷地の外周(道路に接する部分)に幅員 2.0m(通行部 1.5m)以上の歩道 

□駐車場    ：普通車：１台／車椅子使用者用：１台（学校用）、１台（地域用） 

           （緊急車両・バス停車スペース：３台分） 

□駐輪場    ：70台程度（学校：30台程度／地域：40台程度） 

既存の景観を継承しサクラを植樹 

 

既存と同様の位置に西門を整備 

学校と住区センターの門は別に設置 

学校のシンボルツリーを植樹 



  ３．基本構想図  
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計画図面は検討中のものであり、今後設計を進める中で変更の可能性があります。 
３－２．各階平面図 

（１）１階平面図 

 

 

 

 

 

２期工事完成までは多目的室を学童育

成室、会議室を学童事務室として利用 
１階平面図 １／３００ 



３．基本構想図 

 

32 

計画図面は検討中のものであり、今後設計を進める中で変更の可能性があります。 （２）２階平面図 

 

 

 

  

図書館と一体的に利用できる「たかばんラーニング」を計画。タブレットも

併せて活用することで、より効率的かつ効果的な学習効果が期待できる。 

教室エリア、特別支援学級エリア、両方からアクセスしやすい学校の中心に 

配置し、児童全員が使いやすい計画とする。 

児童の遊びや学習の他、更衣や倉庫、

教師コーナー、相談コーナーとしても

利用可能。カーテン・パーティション

等で間仕切り、用途に応じてフレキシ

ブルに活用できる。 

各学年に１箇所配置し、多様な学習 

環境に対応可能な計画とする。 

２階平面図 １／３００ 



  ３．基本構想図  
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計画図面は検討中のものであり、今後設計を進める中で変更の可能性があります。 
（３）３階平面図 

 

 

 

 

 

  

 

学童のタイムシェア（学童育成室）と

しても利用可能。  

３階平面図 １／３００ 



３．基本構想図 
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計画図面は検討中のものであり、今後設計を進める中で変更の可能性があります。 （４）４階平面図 

 

 

 

 

 

 

 

  

４階平面図 １／３００ 

たかばんアトリエ 



  ３．基本構想図  
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計画図面は検討中のものであり、今後設計を進める中で変更の可能性があります。 
（５）屋上平面図 

 

 

 

 

 

 

  
ヘリサイン 

 

屋上平面図 １／３００ 



３．基本構想図 
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計画図面は検討中のものであり、今後設計を進める中で変更の可能性があります。 ３－３．断面図 

 

１／３００ 

１／３００ 

１／３００ 



  ３．基本構想図  
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計画図面は検討中のものであり、今後設計を進める中で変更の可能性があります。 
３－４．新校舎・既存校舎重ね図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．スケジュール 
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４．スケジュール 

４－１．工事工程表 

 

スケジュールは検討中のものであり、今後設計を進める中で変更の可能性があります。 


